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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、形質転換成長因子β（TGFB）を介して細胞の成長と分化を制御するSMAD経路の構成要素です。リガンドが存在しない場合、コードされているタンパク質はTGFB応答性遺伝子のプロモーター領域に結合し、核内リプレッサー複合体をリクルートします。TGFBシグナル伝達により、SMAD3が核内に侵入し、このタンパク質を分解することで、これらの遺伝子が活性化されます。この遺伝子には、3つの異なるアイソフォームをコードする4つの転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年10月],機能：細胞外シグナルに応答して細胞分裂または分化を制御する役割を果たす可能性があります。,類似性：SKIファミリーに属します。,サブユニット：SMAD2、SMAD3、およびRNF111と相互作用します。,組織特異性：SNONおよびSNOAアイソフォームは広く発現しています。最も高い発現は骨格筋で見られ、次いで胎盤と肺です。心臓、脳、膵臓における発現が最も低い。アイソフォームSNOIの発現は骨格筋に限定されている。
	研究分野
	がん、腫瘍タンパク質／抑制因子、腫瘍抑制因子、エピジェネティクスと核シグナル伝達、核シグナル伝達経路、SMAD
	画像データ
	

	SKIL抗体を用いたHUVECおよびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したSnoNポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

